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家庭の部 優秀賞  佐々木 裕哲 （有田川町）

花づくりや花壇の管理は誰がどのように行っていますか

ご近所や関係者の反応はどうですか、またどのような交流が拡がっていますか

 紫陽花作りは今年で２０年目になります。妻と二人で、山紫陽花６０種、

西洋紫陽花１９０種、約１０００株を育てています。

 平成１６年から「恵紫園」と名付け、オープンガーデン（無料）とし、今

では紫陽花といえば「恵紫園」と言ってもらえるようになりました。期間は

約１ヶ月間で、土日は雨天以外ライトアップを行い、今年も県内外から３０

００人以上の方に来園して頂きました。

 また、毎年有田郡内６ヶ所の老人施設の入居者の方々が職員と共に来園さ

れ、花の美しさに感動して頂く事は花作りの励みになっています。

 来園の希望者には、「差し芽」を差し上げています。これからも一人でも

多くの皆さんに花の美しさに感動してもらい、心を癒して頂けるように頑張

りたいと思います。


